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必要に応じ運転手が対応します

道幅が広くなり渋滞緩和が期待される

成
沢
区
に

成
沢
区
に

防
災
備
蓄
倉
庫
等
を
整
備

防
災
備
蓄
倉
庫
等
を
整
備

　
１
８
０
万
円

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金

（
宝
く
じ
収
益
活
用
）に
よ

り
、
防
災
備
品（
防
災
倉

庫
、
発
電
機
、
L
E
D

投
光
器
、
救
助
用
工
具
な

ど
）を
購
入
し
、
自
主
防

災
組
織
で
活
用
し
ま
す
。

問　
防
災
備
品
は
、
既
存

の
更
新
か
、
新
規
整
備
か
。

答　

新
規
整
備
で
あ
り
、

成
沢
区
の
自
主
防
災
組
織

で
活
用
さ
れ
る
。

自
動
運
転
実
証
運
行

自
動
運
転
実
証
運
行

９
月
か
ら
始
ま
る

９
月
か
ら
始
ま
る

８
４
０
０
万
円

　
国
の
補
助
金
５
３
０
０

万
円
を
活
用
し
、
残
額
３

１
０
０
万
円
を
町
・
Ｊ
Ｒ

東
日
本
・
西
武
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
３
者
で
均

等
負
担
し
ま
す
。
実
施
期

間
は
９
月
か
ら
12
月
で
す
。

問　
自
動
運
転
バ
ス
実
証

運
行
は
、
観
光
客
の
二
次

交
通
と
町
民
の
移
動
支
援

の
ど
ち
ら
を
主
な
目
的
と

し
て
い
る
の
か
。

答　
し
な
の
鉄
道
の
本
数

が
少
な
い
時
間
帯
の
交
通

空
白
を
解
消
す
る
目
的
と
、

国
道
１
４
６
号
線（
通
称

千
ヶ
滝
通
り
）の
渋
滞
対

策
の
目
的
が
あ
り
、
観
光

客
の
利
便
性
向
上
と
町
民

の
移
動
支
援
の
ど
ち
ら
も

目
指
す
。

問　
大
阪
万
博
で
中
国
製

電
気
自
動
車
の
車
両
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
っ
た
。
今
回
の

車
両
は
問
題
な
い
か
。

答　
大
阪
万
博
と
は
異
な

る
車
両
と
確
認
。

問　
レ
ベ
ル
４
は
無
人
運

転
だ
が
、
そ
の
レ
ベ
ル
に

達
す
る
の
は
難
し
い
の
で

は
。

答　
運
転
手
の
運
転
支
援

が
必
要
な
レ
ベ
ル
２
で
運

行
す
る
。
今
後
レ
ベ
ル
４

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

町
営
住
宅
空
室
に

町
営
住
宅
空
室
に

浴
槽
追
加
設
置

浴
槽
追
加
設
置

１
９
６
０
万
円

町
営
住
宅
は
、
６
年
度

よ
り
浴
槽
の
な
い
空
室
に

町
費
で
浴
槽
を
整
備
し
、

費
用
の
一
部
を
家
賃
に
上

乗
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

段
差
解
消
の
た
め
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

問　
町
営
住
宅
の
空
室
に

浴
槽
を
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
補
正
予

算
で
は
何
戸
を
予
定
し
て

い
る
の
か
。

答　
全
部
で
７
戸
を
予
定

し
て
い
る
。

問　
現
在
の
進
捗
率
は
。

答　
割
合
は
出
し
て
い
な

い
。
今
ま
で
設
置
し
た
戸

数
は
７
戸
で
、
今
年
度
は

９
戸
の
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。
残
り
の
１
１
２
戸

は
町
で
の
設
置
で
は
な
く

以
前
か
ら
の
入
居
者
が
設

置
し
て
い
る
。
現
在
、
入

居
住
宅
で
浴
槽
を
設
置
し

て
い
な
い
世
帯
は
な
い
。

新
庁
舎

新
庁
舎             

             

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

1
0
0
万
円

問　
新
庁
舎
に
お
け
る
財

政
推
計
検
証
・
リ
ス
ク
分

析
業
務
委
託
の
内
容
と
、

委
託
先
の
専
門
家
は
。

答　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
今
年
１
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
町
長
自

ら
住
民
に
説
明
し
、
概
ね

理
解
を
得
ら
れ
た
と
考
え

て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
客

観
性
や
妥
当
性
を
確
認
す

る
た
め
、
ま
た
今
後
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め

て
、
公
認
会
計
士
に
委
託

し
た
い
。

津
軽
屋
保
存
修
理
工
事

津
軽
屋
保
存
修
理
工
事

入
札
者
お
ら
ず

入
札
者
お
ら
ず

　
２
２
０
０
万
円
減
額

問

今
後
応
札
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
方
針
は
。

答

最
終
的
に
は
請
負
人

選
定
委
員
会
で
の
決
定
と

な
る
が
、
入
札
事
務
の
所

管
課
と
し
て
は
地
域
要
件

を
見
直
し
た
上
で
近
い
う

ち
に
再
度
一
般
競
争
入
札

を
実
施
し
た
い
。

倉
賀
橋　
　

倉
賀
橋　
　

供
用
開
始
へ

供
用
開
始
へ

式
典
費
用

1
3
0
万
円

問　
倉
賀
橋
の

供
用
開
始
式
典

を
町
が
行
う
が

県
の
整
備
事
業

補正
予算

で
あ
る
の
に
な
ぜ
か
。

答　
県
道
の
整
備
で
は
あ

る
が
式
典
は
地
元
自
治
体

が
行
う
こ
と
が
慣
例
で
、

今
回
は
町
が
行
う
判
断
を

し
た
。

問　
供
用
開
始
は
い
つ
頃

か
。

答　
倉
賀
橋
の
架
け
替
え

を
含
む
県
道
借
宿
小
諸
線

の
部
分
供
用
を
9
月
末
に

開
始
し
た
い
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
旧
道
を
含
む
全

面
開
通
は
ま
だ
先
に
な
る

が
、
今
回
は
旧
道
の
ス

ム
ー
ズ
な
工
事
実
施
の
た

め
に
新
設
し
た
道
路
の
部

分
供
用
を
開
始
す
る
。

補
正
予
算
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道路機能喪失と説明のあった町道の一部。
農繁期は農家が毎日使用している。

議会からは「建設費だけでなく、他の費用も物価上昇
するのでは」と指摘あり（出典：町提供資料）

従来の物価上昇
指数に基づいた
場合、１年後の
発注時期には、
少なくとも５％
の上昇を想定す
る必要がある。

町
道
の
廃
止

町
道
の
廃
止

　
民
間
か
ら
の
払
い
下
げ

要
望
を
受
け
、
町
道
を
廃

止
す
る
議
案
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

問

町
道
の
廃
止
理
由
は

道
路
機
能
喪
失
、
民
間
か

ら
の
払
い
下
げ
要
望
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
実
際
に

は
一
部
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
議
案
説
明
だ
け
を
聞

く
と
町
は
道
路
の
全
て
が

機
能
を
喪
失
し
て
い
る
と

い
う
認
識
に
も
思
え
る
。

使
用
し
て
い
る
道
路
の
全

て
が
民
有
地
に
な
っ
て
は

困
る
。
議
案
説
明
が
分
か

り
難
い
が
。

答

土
地
の
一
体
的
な
利

用
を
図
り
た
い
と
い
う
近

接
地
権
者
か
ら
道
路
用
地

の
払
い
下
げ
の
要
望
が

あ
っ
た
。
払
い
下
げ
る
の

は
一
部
で
、
他
は
認
定
外

道
路
、
公
衆
用
道
路
と
し

て
引
き
続
き
町
が
管
理
し

て
い
く
。
今
後
議
案
説
明

は
丁
寧
に
行
い
た
い
。
利

害
関
係
者
と
の
協
議
が
重

要
で
あ
る
中
で
、
業
者
に

は
地
権
者
へ
の
丁
寧
な
説

明
を
求
め
て
い
る
。
町
も

必
要
に
応
じ
て
説
明
し
た

い
。

問

近
接
地
権
者
へ
の
丁

寧
な
説
明
が
重
要
と
の
こ

と
だ
が
、
業
者
か
ら
話
を

聴
き
、
同
意
書
に
署
名
し

た
地
権
者
は
、
工
事
の
説

明
だ
と
思
っ
て
署
名
し
て

い
る
。
町
道
の
廃
止
に
つ

い
て
は
書
類
を
別
立
て
に

す
る
な
ど
の
考
え
は
。

答　
利
害
関
係
者
か
ら
の

承
諾
を
い
た
だ
く
こ
と
は

重
要
だ
。
こ
れ
ま
で
の
様

式
の
見
直
し
を
行
い
た
い
。

物
価
上
昇
を
踏
ま
え
た

物
価
上
昇
を
踏
ま
え
た

今
後
の
対
応
は

今
後
の
対
応
は

　
町
か
ら
物
価
上
昇
に
関

す
る
情
報
共
有
と
今
後
の

対
応
方
針
、
庁
舎
見
直
し

を
検
討
す
る
有
志
か
ら
の

要
望
書
に
係
る
対
応
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

問　
総
事
業
費
が
１
２
３

億
９
千
万
円
と
な
っ
て
い

る
が
、
５
％
の
物
価
上
昇

や
他
の
情
勢
を
鑑
み
る
と

町
と
し
て
現
時
点
で
ど
の

程
度
の
見
解
か
。

答　
５
％
や
10
％
、
違
う

指
標
で
は
18
％
な
ど
あ
る

の
で
、
情
勢
を
見
な
が
ら

考
え
る
た
め
現
時
点
で
は

答
え
ら
れ
な
い
。

問　
そ
れ
な
ら
ば
総
額
に

５
〜
18
％
の
数
字
で
情
報

共
有
す
べ
き
で
は
。
鎌
倉

市
で
は
総
工
費
約
１
５
０

億
円
が
物
価
上
昇
で
倍
に

な
っ
て
行
政
が
中
止
し
た

事
例
も
あ
る
が
ど
う
か
。

答　
鎌
倉
市
の
事
例
は
当

然
把
握
し
て
い
る
。
様
々

な
金
額
を
出
し
過
ぎ
て
は

い
け
な
い
と
考
え
元
の
金

額
の
み
を
出
し
て
い
る
。

問　
入
札
が
成
立
し
た
事

例
を
ど
の
よ
う
に
参
考
に

す
る
の
か
。

答　
自
治
体
に
よ
っ
て
事

情
が
違
う
の
で
、
例
え
ば

入
札
の
や
り
方
や
他
に
も

参
考
に
で
き
る
所
を
取
り

入
れ
た
い
。

問　
実
施
設
計
に
は
こ
の

状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答　
見
直
せ
る
所
は
物
価

上
昇
を
勘
案
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
。

問　
金
額
の
上
昇
を
踏
ま

え
町
民
説
明
会
を
行
っ
て

い
く
考
え
は
。

答　
事
業
費
は
大
き
く
大

切
な
と
こ
ろ
な
の
で
、
必

要
に
応
じ
て
設
け
た
い
。

委
員
会
リ
ポ
ー
ト
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～町を支える住民活動まるわかり～～町を支える住民活動まるわかり～
（ちいき活動みほん市のひとコマ）（ちいき活動みほん市のひとコマ）

検索軽井沢町議会

一般質問は一問一答方式で1時間以内となっています。
内容は要約して掲載しています。
一般質問の様子は議会中継サイトや会議録検索システ
ムからご覧いただけます。

一 般
 質 問

１日目 ２日目

福本 修 （10ページ）

●歩行困難な高齢者には乗降ポイントが極めて重
要だが

●滞在型貸農園やらないの

中澤 睦夫 （11ページ）

●国の学校給食支援金を活用し学用品補助をでき
ないか

押金 洋仁 （12ページ）

●埋もれた資源を生かした農法による循環型社会
の構築について

●フレイル予防と住民参加型の健康づくりの推進
について

小林 天馬 （13ページ）

●軽井沢の歴史・文化継承と軽井沢学の発展につ
いて

●地域で暮らし続ける若者を支える結婚支援・奨
学金返済支援について

横須賀 桃子 （５ページ）

●AIが答えを出す時代に学校は何を教え、「考える力」
をどう育てるのかについて

小山 裕嗣 （６ページ）

●不登校という言葉をどのように表現するか
●フリースクールを助成する考えは
●インフルによるオンライン授業の対応は

利根川 泰三 （７ページ）

●軽井沢町の受動喫煙防止等に係る取り組みについて
●自転車の青切符制度導入に伴う聞き取り困難症の方
のイヤホン装着について

眞島 聡子 （８ページ）

●脱毛症等の方もアピアランスケア助成事業の対象に
●訪問理美容サービスの利用助成制度の創設を

金山 のぞみ （９ページ）

●障がい特性に応じた手引きを作成する考えは
●ペットとの避難体制整備は

 一般質問  一般質問

一
般
質
問
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AI時代にこそ必要な「考える教育」を

一 般 質 問

問　
理
解
度
は
発
達
段
階

に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、

年
齢
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
詳
細

は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
発
達
段
階
に
応
じ
た

内
容
と
な
る
よ
う
配
慮
し

な
が
ら
、
教
員
の
意
見
も

聞
き
つ
つ
ル
ー
ル
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。

一口
メモ

ディープフェイクとは…ＡＩ（人工知能）の技術を使って作成された、本物そっくりの
偽の映像・画像・音声のことです。

問　
文
部
科
学
省
の
基
準

は
最
低
限
で
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
方
針
は
各
自

治
体
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

多
様
な
文
化
的
背
景
を
持

つ
子
ど
も
が
学
ぶ
当
町
で

は
、
そ
の
特
性
を
踏
ま
え

た
独
自
の
Ａ
Ｉ
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
当
町

の
特
性
を
踏
ま
え
た
Ａ
Ｉ

活
用
指
針
を
、
今
年
度
中

に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
Ａ
Ｉ

特
有
の
リ
ス
ク
に
焦
点
を

当
て
た
体
系
的
な
教
育
は
、

現
時
点
で
は
十
分
と
は
い

え
な
い
。
今
後
は
文
部
科

学
省
の
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
、
先
行
自
治
体
の
取

り
組
み
を
参
考
に
情
報
モ

ラ
ル
教
育
の
充
実
、
生
成

Ａ
Ｉ
に
関
す
る
リ
ス
ク
や

倫
理
的
課
題
に
つ
い
て
も

指
導
を
行
う
。

　
現
在
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
が
文
章
や
画
像
を
自

動
で
作
成
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
子
ど
も
達
の
学
習

環
境
に
も
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

問　
児
童
・
生
徒
が
授
業

や
家
庭
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
ど

の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る

か
、
そ
の
実
態
を
把
握
し

て
い
る
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
町
立

小
・
中
学
校
に
お
け
る
授

業
内
で
の
利
用
状
況
は
把

握
し
て
い
る
。
一
方
で
、

家
庭
で
の
私
的
な
利
用
状

況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

今
後
は
生
成
Ａ
Ｉ
利
用
の

定
義
や
把
握
方
法
を
検
討

し
、
年
度
内
に
調
査
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

デ
ィ
ー
プ
フ
ェ
イ
ク

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
Ａ
Ｉ

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
へ
の
感

情
的
な
依
存
な
ど
、
Ａ
Ｉ

時
代
特
有
の
リ
ス
ク
に
つ

い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な

教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。

子どもの年齢に応じた
ＡＩ利用のルールづくりを

こども教育課長こども教育課長
発達段階に応じた内容での策定を進めていきたい

横
よこ

須
す

賀
か

桃
もも

子
こ

議員

一口
メモ

一
般
質
問

令和8年７月25日　第151号5



一 般 質 問

ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
ど
の

学
校
・
学
級
に
お
い
て
も

同
様
の
対
応
が
取
れ
る
よ

う
に
し
た
い
。

一口
メモ

フリースクールへの経済的支援とは…県では、増加する不登校児童生徒等の多様
な学びの場の確保・充実を図るため、県内のフリースクール等民間施設を認証し、
財政支援等を実施する「信州型フリースクール認証制度」を６年４月に全国で初め
て創設しました。

て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
活

用
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
す
る
考
え
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
昨
年

度
は
十
分
な
統
一
が
図
れ

な
か
っ
た
の
で
、
ガ
イ
ド

問　
昨
年
３
月
の
総
合
教

育
会
議
の
中
で
、
町
長
か

ら
不
登
校
と
い
う
言
葉
を

使
う
の
は
ど
う
か
と
思
っ

て
い
る
と
い
う
発
言
が

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
今
も

変
わ
り
な
い
か
。

町
長　
現
在
も
変
わ
っ
て

い
な
い
。
全
国
的
に
標
準

語
に
な
っ
て
い
る
不
登
校

と
い
う
言
葉
に
対
し
て
は

悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
町
と
し

て
も
不
登
校
と
い
う
言
葉

が
持
つ
否
定
的
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
に
十
分
留
意
し
、
表

現
を
変
更
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。

問　
町
長
か
ら
の
提
案
を

受
け
て
、
教
育
委
員
会
は

不
登
校
と
い
う
言
葉
を
ど

の
よ
う
に
表
現
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
町
独

自
の
教
育
施
策
に
お
い
て

は
、
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー

ジ
を
考
慮
し
、
言
葉
遣
い

の
転
換
を
図
っ
て
い
る
。

現
在
、
町
で
は
対
外
的
に

表
現
す
る
場
に
お
い
て
は
、

様
々
な
理
由
に
よ
り
学
校

へ
通
え
な
い
、
ま
た
は
通

い
に
く
い
児
童
・
生
徒
と

い
う
言
葉
を
用
い
て
、
児

童
・
生
徒
の
多
様
性
や
本

人
の
選
択
を
前
向
き
に
捉

え
る
言
い
回
し
を
意
識
的

に
使
用
し
て
い
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を　

助
成
す
る
考
え
は

助
成
す
る
考
え
は

問　
誰
一
人
取
り
残
さ
れ

な
い
環
境
を
作
っ
て
い
く

た
め
に
も
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
へ
の
経
済
的
支
援
は
必

要
不
可
欠
と
考
え
る
が
、

町
の
考
え
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
詳
細

な
調
査
の
結
果
、
経
済
的

な
理
由
で
学
び
の
機
会
が

奪
わ
れ
て
い
る
児
童
・
生

徒
が
い
る
場
合
は
、
町
と

し
て
何
ら
か
の
経
済
的
支

援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

イ
ン
フ
ル
に
よ
る　
　
　
　

イ
ン
フ
ル
に
よ
る　
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
対
応
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
対
応
は

問　
一
定
の
基
準
を
設
け

不登校という言葉を
どのように表現するか

こども教育課長こども教育課長
言葉の持つイメージを考慮し、言葉遣いの転換を図っ
ている

小
こ

山
やま

裕
ひろ

嗣
つぐ

議員

群馬県では、不登校という表現を「ユニパス」へと改めた

一口
メモ

一
般
質
問

令和8年７月25日　第151号 6



一口
メモ

代替保育連携協力者とは…家庭的保育で保育者の急病等に備えた代行者です。
保育内容支援連携協力者とは…小規模保育施設では機会が少ない集団保育を、連
携施設で体験させることで子どもの成長を支援します。

一 般 質 問

聞
き
取
り
困
難
症
の
方
の

聞
き
取
り
困
難
症
の
方
の

イ
ヤ
ホ
ン
装
着
は

イ
ヤ
ホ
ン
装
着
は

問　
聞
き
取
り
困
難
者
の

方
に
と
っ
て
、
イ
ヤ
ホ
ン

型
の
機
器
は
安
全
確
保
の

た
め
の
補
助
的
機
器
で
あ

る
。
自
転
車
の
青
切
符
制

度
導
入
に
よ
り
不
安
の
声

が
懸
念
さ
れ
る
。
現
況
の

認
識
は
。

保
健
福
祉
課
長　
聞
き
取

り
困
難
症
等
で
イ
ヤ
ホ
ン

型
補
聴
器
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

等
を
示
し
説
明
で
き
れ
ば

違
反
に
は
な
ら
な
い
と
確

認
し
て
い
る
。

問　
警
察
官
が
勘
違
い
し

な
い
た
め
に
、
見
て
分
か

り
や
す
い
よ
う
な
も
の
を

町
が
独
自
に
用
意
す
る
予

定
は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　
既
に
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
、
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
や
耳
マ
ー
ク
が
一

定
程
度
周
知
さ
れ
て
い
る

の
で
、
今
後
も
既
存
ツ
ー

ル
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

一口
メモ

軽井沢フードアソシエーションとは…軽井沢町の４地域にあった飲食店組合を１つ
にまとめ、軽井沢フードアソシエーションとして活動している。

「交通標語」にも使われる空気のきれいな軽井沢

歩きたばこ禁止で
ポイ捨ても減らせるのでは

保健福祉課長保健福祉課長
町としての方針を強く推進するため、関係課と連携し
ながら理念条例としての制定を検討してまいりたい

利
と

根
ね

川
がわ

泰
たい

三
ぞう

議員

問　
歩
き
た
ば
こ
の
全
面

禁
止
に
よ
り
、
ポ
イ
捨
て

も
減
ら
す
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

保
健
福
祉
課
長　
公
共
空

間
に
お
け
る
相
互
配
慮
、

他
者
へ
の
危
険
防
止
と
い

う
考
え
を
整
理
し
、
町
と

し
て
の
方
針
を
強
く
推
進

す
る
た
め
、
関
係
課
と
連

携
し
な
が
ら
理
念
条
例
と

し
て
の
制
定
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

講
じ
ら
れ
て
い
る
。
喫
煙

所
の
位
置
を
明
示
す
る
案

内
板
や
標
識
に
よ
る
措
置

も
取
ら
れ
て
い
る
。

問　
今
後
、
公
園
や
町
公

共
施
設
で
の
分
煙
計
画
は

あ
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
将
来
的

な
公
共
施
設
で
の
分
煙
計

画
は
、
新
た
な
施
設
に
つ

い
て
も
方
針
に
沿
っ
て
整

備
を
進
め
る
。

　
町
よ
り
、
軽
井
沢
フ
ー

ド
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

対
し
、
受
動
喫
煙
防
止
等

に
係
る
取
組
に
つ
い
て
の

協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

問　
現
在
の
駅
に
お
け
る

分
煙
の
現
状
は
。
表
記
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
軽
井
沢

駅
の
外
に
喫
煙
所
が
２
カ

所
・
新
幹
線
乗
降
ホ
ー
ム

内
に
も
２
カ
所
設
け
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
中
軽
井

沢
駅
は
外
に
１
カ
所
設
置

し
て
お
り
、
分
煙
措
置
が

一口
メモ

一
般
質
問
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一口
メモ

代替保育連携協力者とは…家庭的保育で保育者の急病等に備えた代行者です。
保育内容支援連携協力者とは…小規模保育施設では機会が少ない集団保育を、連
携施設で体験させることで子どもの成長を支援します。

一 般 質 問

一口
メモ

問　
他
自
治
体
や
介
護
現

場
か
ら
利
用
実
態
を
聞
き

調
査
研
究
を
行
う
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長　
町
内
の

介
護
事
業
所
等
の
６
カ
所
、

障
が
い
施
設
の
３
カ
所
で

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
一
定
数

の
利
用
が
あ
る
。
他
自
治

体
も
含
め
研
究
す
る
。

果
が
あ
り
、
引
き
こ
も
り

が
ち
な
高
齢
者
の
外
出
意

欲
に
つ
な
が
る
と
考
え

「
す
こ
や
か
お
出
か
け
利

用
券
」の
利
用
範
囲
拡
充

を
検
討
す
る
。

問　
円
形
脱
毛
症
は
病
気

で
あ
る
。
周
囲
の
理
解
を

得
る
た
め
に
も
情
報
共

有
・
提
供
が
必
要
で
は
。　
　

病
院
事
務
長　
情
報
が
十

分
に
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
受

診
に
つ
な
が
ら
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
広
報
か
る
い

ざ
わ
や
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
病
気
や
当
院
皮
膚
科

の
受
診
の
情
報
を
発
信
す

る
。
理
解
促
進
と
適
切
な

受
診
に
つ
な
が
る
情
報
提

供
に
努
め
る
。

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス　

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス　

利
用
助
成
制
度
の
創
設
を

利
用
助
成
制
度
の
創
設
を

問　
１
人
で
外
出
が
難
し

い
介
護
・
障
が
い
施
設
入

通
所
者
や
、
外
出
困
難
な

高
齢
・
障
が
い
児
者
の
非

課
税
世
帯
を
対
象
に
助
成

制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長　
今
は
非

課
税
世
帯
や
障
が
い
児
者

の
み
を
対
象
の
助
成
制
度

は
検
討
し
て
い
な
い
。
身

だ
し
な
み
を
整
え
る
こ
と

が
生
活
意
欲
向
上
等
に
効

　
町
は
、
が
ん
治
療
に
伴

う
外
見
の
変
化
に
対
し
、

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
等
の
医

療
用
補
整
具
の
購
入
費
を

助
成
す
る
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

ケ
ア
助
成
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
外
見
の
変
化
に

よ
る
不
安
を
和
ら
げ
、
そ

の
人
ら
し
い
生
活
を
支
え
、

社
会
参
加
の
後
押
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問

円
形
脱
毛
症
や
火
傷

の
た
め
ウ
ィ
ッ
グ
を
利
用

し
て
い
る
方
が
い
る
。
外

見
の
変
化
に
よ
る
苦
痛
は
、

原
因
に
か
か
わ
ら
ず
共
通

で
あ
り
一
般
的
に
も
治
療

は
長
期
に
わ
た
る
。
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
助
成
事
業

の
対
象
に
す
べ
き
で
は
。

保
健
福
祉
課
長　
外
見
の

変
化
に
よ
る
心
理
的
・
経

済
的
負
担
は
重
大
な
問
題

で
、
支
援
の
必
要
性
を
認

識
し
て
い
る
。
が
ん
患
者

以
外
の
脱
毛
症
や
火
傷
、

け
が
等
で
髪
の
毛
を
失
っ

た
方
へ
、
助
成
事
業
制
度

拡
充
を
検
討
す
る
。

脱毛症等の方もアピアランスケア
助成事業の対象に

保健福祉課長保健福祉課長
助成事業制度の拡充を検討する

眞
ま

島
しま

聡
さと

子
こ

議員

訪問理美容サービスで広がる笑顔

一口
メモ

円形脱毛症とは…自己免疫疾患の一つで、突然髪が抜け落ち、重症化すると眉毛
やまつげ等も抜け、全身脱毛症にまで進行します。

出出張張理理美美容容ににおおけけるる「「来来所所困困難難者者」」のの判判断断基基準準
理容師法施行令第 条第 号・美容師法施行令第 条第 号に基づく整理（平成 年 月 日課長通知）

①①疾疾病病・・要要介介護護状状態態等等
疾病、骨折、認知症、障害、寝たきり等の要介護状態にあり、社会通念上、理容
所・美容所に来所困難と認められる者

②②育育児児・・介介護護従従事事者者
乳幼児の育児又は重度の要介護者の介護を常時行い、他の援助・サービスの利用
が困難で、外出すると家族の安全確保が困難になると認められる者

長長野野県県独独自自規規定定：：保保健健所所長長のの事事前前承承認認がが必必要要なな場場合合

・通所事業所（介護保険法・障害者総合支援法）の通所者
・警察署の留置者／刑務所・少年院の収容者
・特別支援学校の通学者

・要介護者等で来店困難な個人宅への訪問
・災害時の避難所・仮設住宅の避難者
※社会福祉施設入所者・婚礼・演芸出演者は承認不要

※上記に該当しない者への出張理美容は理容師法・美容師法違反。各都道府県は条例で追加の対象範囲を定めることが可能。

出張理美容における「来所困難者」の判断基準
理容師法施行令第4条第1号・美容師法施行令第4条第1号に基づく整理（平成28年3月24日課長通知）

一
般
質
問
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やさしい日本語の併記で災害時も誰一人取り残さない

一口
メモ

代替保育連携協力者とは…家庭的保育で保育者の急病等に備えた代行者です。
保育内容支援連携協力者とは…小規模保育施設では機会が少ない集団保育を、連
携施設で体験させることで子どもの成長を支援します。

一 般 質 問

総
合
政
策
課
長　
ま
ず
は

環
境
省
の
手
引
き
や
訓
練

等
で
の
結
果
を
踏
ま
え
、

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
中
に
必
要
な
項
目
を
順

次
盛
り
込
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
上
で
必
要
性
が
あ
れ

ば
ペ
ッ
ト
同
行
・
同
伴
避

難
に
特
化
し
た
手
引
き
の

作
成
等
も
検
討
す
る
。

問　
避
難
所
ご
と
の
受
入

れ
体
制
な
ど
を
含
め
た

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
特
化

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

え
は
あ
る
か
。

総
合
政
策
課
長　
避
難
所

看
板
等
は
、
更
新
等
に
合

わ
せ
、
や
さ
し
い
日
本
語

や
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
等
の
導

入
を
順
次
進
め
る
。

ペ
ッ
ト
と
の
避
難

ペ
ッ
ト
と
の
避
難

体
制
整
備
は

体
制
整
備
は

問　
一
次
避
難
所
の
施
設

管
理
者
へ
の
意
識
調
査
結

果
か
ら
、
そ
の
課
題
を
今

後
の
避
難
所
運
営
体
制
へ

反
映
す
る
の
か
。

総
合
政
策
課
長　
ペ
ッ
ト

を
連
れ
た
避
難
へ
の
関
心

や
受
入
れ
の
必
要
性
は
共

通
認
識
は
あ
る
も
の
の
、

具
体
的
な
運
用
内
容
を
十

分
に
把
握
し
て
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
は
、
課
題
を
体
系
的

に
整
理
し
た
上
で
、
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
や
管
理
者
向
け
研
修
等
、

実
効
性
の
あ
る
運
営
体
制

の
構
築
に
努
め
る
。

問　
障
が
い
特
性
に
応
じ

た
避
難
支
援
や
避
難
所
生

活
上
の
配
慮
事
項
な
ど
を

整
理
し
た
手
引
き
を
作
成

す
る
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長　

現
在
、

避
難
行
動
要
支
援
や
福
祉

避
難
所
に
関
す
る
内
容
を

整
理
し
て
お
り
、
今
後
、

障
が
い
の
特
性
ご
と
に
具

体
的
な
配
慮
事
項
を
記
載

し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成

に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。

問　
指
定
避
難
所
の
空
間

環
境
や
設
備
の
実
態
調
査

を
行
う
予
定
は
。
ま
た
、

改
修
や
設
備
更
新
に
つ
い

て
検
討
す
る
考
え
は
。

総
合
政
策
課
長　
避
難
所

の
実
態
把
握
は
重
要
。
今

後
、
実
態
調
査
を
行
う
。

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
必

要
な
修
繕
工
事
や
設
備
更

新
を
進
め
る
。

問　
避
難
所
の
看
板
表
示

や
案
内
表
示
な
ど
に
つ
い

て
、
点
検
・
更
新
に
合
わ

せ
て
日
本
語
と
英
語
だ
け

で
は
な
く
、
や
さ
し
い
日

本
語
の
併
記
を
広
げ
る
考

障がい特性に応じた
手引きを作成する考えは

保健福祉課長保健福祉課長
ハンドブックの作成に向けて準備を進める

金
かな

山
やま

 のぞみ 議員

一口
メモ

やさしい日本語とは…外国人や子ども、障がいのある方などにも伝わりやすいよ
う、簡単な言葉で分かりやすく表現した日本語のことです。

一口
メモ

一
般
質
問

令和8年７月25日　第151号9



一口
メモ

代替保育連携協力者とは…家庭的保育で保育者の急病等に備えた代行者です。
保育内容支援連携協力者とは…小規模保育施設では機会が少ない集団保育を、連
携施設で体験させることで子どもの成長を支援します。

一 般 質 問

問　
単
に
予
算
化
せ
ず
立

ち
消
え
で
は
町
民
の
信
頼

は
得
ら
れ
な
い
が
。

観
光
経
済
課
長　
方
向
転

換
す
る
場
合
は
理
由
を
明

確
に
し
、
議
会
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
説
明
し
た
い
。

交通弱者の自由な移動を目指すAIデマンド交通

一口
メモ

時
点
で
イ
ン
フ
ラ
に
お
金

が
か
か
る
こ
と
は
自
明
。

分
か
っ
て
い
た
こ
と
で
お

金
が
か
か
る
か
ら
と
の
見

直
し
は
分
か
ら
な
い
。

観
光
経
済
課
長　
需
要
調

査
の
結
果
も
踏
ま
え
た
。

　
本
年
10
月
よ
り
運
行
開

始
予
定
の
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド

交
通
の
シ
ス
テ
ム
事
業
者

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

問　
長
く
歩
く
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
に
は
乗
降
ポ

イ
ン
ト
の
選
定
は
極
め
て

重
要
だ
。
全
て
の
町
民
が

最
寄
り
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト

ま
で
最
大
何
ｍ
歩
け
ば
到

達
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

住
民
課
長　
利
用
見
込
み

が
な
い
箇
所
ま
で
設
け
る

こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

カ
バ
ー
し
切
れ
な
い
部
分

は
他
制
度
で
補
完
し
た
い
。

問　
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
と
い
う
意
味
で
は
、
例

え
ば
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の

都
合
で
あ
と
何
カ
所
し
か

乗
降
ポ
イ
ン
ト
が
作
れ
な

い
と
言
わ
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
ニ
ー
ズ
を
切
り
捨

て
ず
、
ゴ
ー
ル
を
決
め
必

要
な
も
の
は
何
と
し
て
で

も
手
配
す
る
べ
き
だ
が
。

住
民
課
長　
ゴ
ー
ル
を
決

め
て
頑
張
る
。
安
全
重
視

で
事
業
を
進
め
た
い
。

問

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施

す
る
場
合
、
鉄
道
へ
の
乗

り
継
ぎ
活
用
案
は
。

住
民
課
長　
で
き
る
限
り

バ
ス
や
鉄
道
と
も
連
携
さ

せ
た
い
。　

滞
在
型
貸
農
園　
　

滞
在
型
貸
農
園　
　

や
ら
な
い
の

や
ら
な
い
の

問　
重
要
政
策
の
１
つ
だ

が
、
実
施
時
期
は
。

観
光
経
済
課
長　
一
旦
見

直
し
、
滞
在
型
貸
農
園
、

い
わ
ゆ
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
を
含
め
た
遊
休
農
地

活
用
と
し
て
既
存
宿
泊
施

設
や
町
民
貸
農
園
も
含
め
、

再
検
討
を
し
た
い
。

問　
事
実
上
の
撤
回
に
も

思
え
る
が
、
判
断
に
至
っ

た
理
由
は
。

観
光
経
済
課
長　
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど
初
期
投
資
が

相
当
か
さ
む
こ
と
が
分

か
っ
た
た
め
。
や
ら
な
い

わ
け
で
は
な
く
多
種
多
様

な
部
分
で
再
検
討
を
し
た

い
。

問　
政
策
を
打
ち
出
し
た

歩行困難な高齢者には
乗降ポイントが極めて重要だが
住民課長住民課長
利用が見込まれない箇所までの設置は適切ではない。
他制度で補完するなど移動環境の向上を図りたい。 福

ふく

本
もと

修
おさむ

議員

一口
メモ ゾーニング：町内を分割運行することです。 

一
般
質
問

令和8年７月25日　第151号 10



一 般 質 問

た
ら
ど
う
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
保
育

園
給
食
の
負
担
軽
減
を
求

め
る
声
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
が
、
現
状
で

も
食
材
費
を
保
護
者
負
担

で
は
ま
か
な
い
き
れ
ず
町

が
一
部
負
担
し
て
い
る
。

国
制
度
の
変
更
や
保
育
園
、

幼
稚
園
間
の
公
平
性
、
子

育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
等
を

踏
ま
え
、
完
全
無
償
化
の

在
り
方
に
つ
い
て
慎
重
に

対
応
す
る
。

入
学
児
童
に
も
一
律
に
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
平

等
性
を
考
慮
し
な
が
ら
具

体
的
方
策
を
検
討
す
る
。

保
育
園
給
食
も　

保
育
園
給
食
も　

無
償
化
の
検
討
は

無
償
化
の
検
討
は

問　
保
育
園
で
炊
飯
器
を

導
入
し
て
ご
飯
を
炊
く
計

画
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
が
、

３
歳
児
以
上
は
月
千
円
の

加
算
と
な
る
。
近
隣
で
は

無
償
化
の
自
治
体
も
あ
る
。

当
町
も
無
償
化
を
検
討
し

　

８
年
４
月
か
ら「
学
校

給
食
費
の
抜
本
的
な
負

担
軽
減
」を
目
的
と
し
て
、

公
立
小
学
校
の
児
童
の
学

校
給
食
に
必
要
な
食
材
費

に
つ
い
て
、
国
が
地
方
自

治
体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

問　
児
童
１
人
当
た
り
月

５
２
０
０
円
を
支
給
す
る
。

交
付
時
期
、
額
は
ど
う
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
給
食

費
負
担
軽
減
交
付
金
は
、

国
及
び
県
か
ら
２
分
の
１

ず
つ
交
付
さ
れ
る
予
定
。

交
付
時
期
は
不
明
だ
が
約

５
５
４
０
万
円
を
見
込
む
。

問　
当
町
は
就
学
援
助
制

度
で
学
用
品
補
助
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
収
入
基

準
で
保
護
者
に
心
理
的
負

担
が
あ
る
。
給
食
費
負
担

軽
減
交
付
で
余
裕
が
出
た

財
源
を
、
義
務
教
育
無
償

化
の
観
点
か
ら
学
用
品
の

支
援
に
充
て
て
は
ど
う
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
財
源

の
活
用
方
法
は
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
あ
る
と
思
う
。

国
の
事
業
が
継
続
さ
れ
る

か
不
明
で
あ
る
。
在
学
・

問　

食
育
の
観
点
か
ら
、

町
の
農
家
と
交
流
す
る
幼

稚
園
も
あ
る
。
保
育
園
の

給
食
食
材
を
町
内
産
で
ま

か
な
う
考
え
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
町
の

お
米
の
使
用
は
、
子
ど
も

が
地
域
の
農
業
や
食
文
化

に
親
し
む
こ
と
で
有
意
義

と
考
え
る
。
供
給
の
安
定

性
や
価
格
な
ど
を
勘
案
し
、

学
校
給
食
で
の
地
産
地
消

の
取
り
組
み
も
参
考
に
し

な
が
ら
農
産
物
の
使
用
拡

大
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

国の学校給食支援金を活用し
学用品補助をできないか

こども教育課長こども教育課長
事業が継続するか不明である。在学・入学児童も一律に
恩恵を受けられる具体策を検討する。中

なか

澤
ざわ

睦
むつ

夫
お

議員

給食費の補助が広がっています

一
般
質
問

令和8年７月25日　第151号11



一口
メモ

代替保育連携協力者とは…家庭的保育で保育者の急病等に備えた代行者です。
保育内容支援連携協力者とは…小規模保育施設では機会が少ない集団保育を、連
携施設で体験させることで子どもの成長を支援します。

一 般 質 問

一口
メモ

KDB（国保データベース）とは…国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者の健
診結果、医療・介護の利用履歴（レセプト）などのデータを集積・分析するためのシ
ステムです。地域ごとの課題の把握や効率的な保健事業の計画に活用されています。

保
健
福
祉
課
長　
軽
井
沢

健
診
は
信
州
大
学
で
取
り

ま
と
め
中
で
、
結
果
が
確

定
次
第
施
策
に
反
映
す
る
。

K
D
B
は
既
に
通
い
の
場

や
い
き
い
き
健
診
等
で
活

用
し
て
お
り
、
今
後
は
さ

ら
に
ハ
イ
リ
ス
ク
層
を
地

区
別
・
性
別
・
年
齢
別
に

抽
出
し
施
策
に
反
映
さ
せ

る
。

デ
ー
タ
に
基
づ
く

デ
ー
タ
に
基
づ
く

健
康
づ
く
り
は

健
康
づ
く
り
は

問　
軽
井
沢
健
診
や
K
Ｄ

Ｂ（
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

を
活
用
し
た
デ
ー
タ
に
基

づ
く
健
康
づ
く
り
の
現
状

と
今
後
を
伺
う
。

問　
当
町
で
は
秋
に
大
量

の
落
ち
葉
が
積
も
り
、
住

民
の
排
出
負
担
や
焼
却
施

設
へ
の
負
荷
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
落
ち
葉
を

廃
棄
物
で
は
な
く
資
源
と

し
て
堆
肥
化
す
る
こ
と
で

農
業
等
へ
還
元
す
る
た
め
、

有
機
物
の
町
内
循
環
を
行

政
施
策
と
し
て
推
進
す
る

考
え
は
。
例
え
ば
集
積
所

を
設
け
る
こ
と
は
検
討
で

き
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長　
堆
肥
化

事
業
に
つ
い
て
現
段
階
で

は
実
施
す
る
考
え
は
な
い

が
、
有
機
物
の
循
環
を
行

政
施
策
と
し
て
検
討
す
る

こ
と
は
十
分
に
意
義
が
あ

る
。
集
積
所
に
つ
い
て
も

農
業
委
員
会
や
関
係
団
体

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
調

査
研
究
し
て
い
く
。

問　
そ
の
候
補
地
と
し
て
、

幹
や
枝
の
循
環
利
用
に
活

用
さ
れ
て
い
る
貯
木
場
を

活
用
で
き
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長　
木
を
搬

入
し
て
チ
ッ
プ
化
し
循
環

さ
せ
る
用
途
で
あ
り
、
落

ち
葉
の
集
積
場
所
と
し
て

は
考
え
て
い
な
い
。

問　
廃
棄
さ
れ
て
い
た
も

の
を
付
加
価
値
と
し
て
生

か
し
た
自
然
農
法
や
農
産

物
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
位
置
づ
け
、
農
業
振
興
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
結

び
つ
け
る
取
組
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
。
町
内
で
既

に
取
り
組
む
民
間
事
業
者

と
の
連
携
・
支
援
に
つ
い

て
町
の
考
え
を
伺
う
。

観
光
経
済
課
長　
ブ
ラ
ン

ド
化
は
環
境
保
全
と
経
済

の
両
立
に
資
す
る
が
、
混

入
物
の
選
別
・
加
工
や
収

穫
量
の
安
定
性
に
課
題
が

あ
り
、
県
や
営
農
者
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
研
究
す

る
。
町
内
で
取
り
組
む
事

業
者
は
確
認
し
て
お
り
、

農
業
委
員
会
と
連
携
し
有

効
活
用
を
見
定
め
て
い
く
。

観光経済課長観光経済課長

施策として検討する意義は大きい
押
おしがね

金 洋
よう　じ

仁 議員

落ち葉を廃棄物から資源へ転換すれば…

一口
メモ

有機物の町内循環を
行政施策として推進する考えは

一
般
質
問
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軽井沢の歴史や理念を体系的に
分かりやすく学べます

一口
メモ

代替保育連携協力者とは…家庭的保育で保育者の急病等に備えた代行者です。
保育内容支援連携協力者とは…小規模保育施設では機会が少ない集団保育を、連
携施設で体験させることで子どもの成長を支援します。

一 般 質 問

一口
メモ

結婚新生活支援事業とは…国の交付金を活用し、自治体が新婚世帯の住宅費や
引っ越し費用等を最大60万円補助できる制度です。

若
者
の
結
婚
・　

若
者
の
結
婚
・　

定
住
支
援
を
提
案

定
住
支
援
を
提
案

　
若
い
世
代
を
取
り
巻
く

経
済
環
境
は
厳
し
く
、
結

婚
や
出
産
、
地
域
定
着
へ

の
不
安
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
町
は
長
期
振
興
計

画
で
、
若
い
世
代
が
希
望

を
持
っ
て
結
婚
・
就
労
で

き
る
環
境
整
備
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

問　
若
者
の
結
婚
を
取
り

巻
く
課
題
の
認
識
は
。

保
健
福
祉
課
長　
経
済
的

不
安
な
ど
様
々
な
要
因
が

影
響
。
希
望
す
る
方
が
安

心
し
て
将
来
設
計
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
重
要
。

の
歴
史
や
文
化
、
成
り
立

ち
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
動
画
コ

ン
テ
ン
ツ
で
発
信
す
る
考

え
は
。

生
涯
学
習
課
長　
歴
史
や

自
然
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
成
し
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等

を
通
じ
た
発
信
に
つ
い
て
、

ニ
ー
ズ
調
査
や
費
用
対
効

果
な
ど
研
究
し
た
い
。

問　
時
代
ご
と
に
シ
ョ
ー

ト
動
画
に
す
れ
ば
よ
り
学

び
や
す
い
の
で
は
。

生
涯
学
習
課
長　
学
び
の

上
で
は
コ
ン
テ
ン
ツ
は
必

要
。
研
究
し
た
い
。

　
町
で
は
、
大
人
向
け
の

町
勢
要
覧
を
基
に
作
成
し

た
軽
井
沢
学
の
副
教
材

「
ル
イ
ザ
ち
ゃ
ん
の
だ
い

ぼ
う
け
ん
」を
発
行
し
て

い
ま
す
。
軽
井
沢
の
歴
史

や
国
際
親
善
文
化
観
光
都

市
の
理
念
を
体
系
的
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　
町
内
へ
の
転
入
時
に

軽
井
沢
の
歴
史
を
伝
え
る

よ
う
案
内
す
る
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長　
町
内
へ

の
転
入
時
に
案
内
す
る
環

境
を
作
る
。

問　
仕
事
や
子
育
て
等
で

講
座
な
ど
参
加
が
難
し
い

世
代
に
対
し
て
、
軽
井
沢

軽井沢の歴史をSNS等の
動画で発信する考えは

生涯学習課長生涯学習課長
歴史や自然などをテーマとしたデジタルコンテンツを
作成し、ユーチューブやインスタグラムを通じた発信
について研究したい小

こ

林
ばやし

天
てん

馬
ま

議員

若者が結婚できる環境を
経済面でも整えることが大事

問　
新
居
取
得
や
引
っ
越

し
費
用
を
補
助
す
る
、
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
を
活

用
す
る
考
え
は
。
小
諸
市

は
区
の
加
入
を
条
件
に
補

助
し
、
地
域
の
繋
が
り
づ

く
り
に
役
立
て
て
い
る
。

保
健
福
祉
課
長　
研
究
す

る
余
地
は
あ
る
。

問　
県
内
45
自
治
体
以
上

が
実
施
す
る
奨
学
金
返
済

支
援
制
度
を
研
究
し
て
は
。

観
光
経
済
課
長　
他
自
治

体
も
参
考
に
し
な
が
ら
慎

重
に
研
究
す
る
。

一口
メモ

一
般
質
問
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社会福祉協議会との懇談会

Q
 社協の訪問介護には、ど
のような現状と課題があ
るか。

A　 社協の訪問介護は、職員数・訪問件数ともに全国平均を
上回っている。一方、収益につながりにくい予防的な訪
問や通院の付き添いなどの依頼が多いため、収入は全国
平均を下回り事業全体で大きな赤字を抱えている。こう
した民間事業者が敬遠しがちな支援を担うことで、地域
福祉のセーフティーネットとして役割を果たしている。

Q
在宅で介護サービスを利
用している方の状況はど
うなっているか。

A　 町内で要介護・要支援の認定を受けている方は837人
で、そのうち519人が自宅で生活している。現場からは、
短期入所（ショートステイ）の受け入れ先やリハビリ・デ
イサービスの不足、買い物や通院などの移動支援の充実、
住宅のバリアフリー化、身近な地域での相談体制づくり、
利用料の減免制度の拡充などの要望がある。

Q
介護を支える人材の確保
について、どのような取
り組みが必要か。

A　 介護人材は都市部へ集中する傾向が強まり、地方では確
保・定着が難しくなっている。人材に長く地域に残って
もらうには、住まいの支援や処遇改善のための町独自の
補助など、行政の支援が欠かせない。

　その他、外国人人材の受け入れ状況や、医療と介護の連携、AI活用の可能性などについても意見
が交わされました。

議会とタウンミーティング

　社会常任委員会では、所管事務調査のテーマ「地域包括ケアシステム」に関連し、軽井沢町
社会福祉協議会（矢内会長ほか職員の皆さん）との懇談会を開催しました。昨年訪問した焼津
市の福祉事業所「株式会社　権兵衛」の永地代表にもご出席いただき、在宅介護の現状や地域
の福祉課題、介護人材の確保に向けた取り組みなどについて説明を受け、意見を交換しました。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
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　授業の概要
•日時： 令和8年7月2日（木）
•対象： 6年生（松組・竹組 それぞれ１時間ずつ）
•講師： 議会活性化特別委員会
　　　　o委員長：小山 裕嗣議員
　　　　o副委員長：金山 のぞみ議員
　　　　o委員：小林 天馬議員
　当日は、児童の皆さんに親しみを持ってもらえるよう、議員が呼
ばれたい名前で自己紹介を行い、和やかな雰囲気の中で「社会」の授
業がスタートしました。

　議会の役割と議員の６つの仕事 
スライドを用いて、町議会が「町民の代表として意見を町政に生
かす場」であることを説明しました。現在15名の議員で構成されて
いることや、主な仕事として以下の６つを紹介しました。
１．町の仕事のチェック
２．条例（町の決まり）の作成・廃止
３．予算の決定と決算のチェック
４．課題の話し合いと町への提案
５．町民の意見を町に伝える
６．国や県へ町の考えを伝える

　身近な予算の例：西部小学校の「新校舎」 
子どもたちにとって最も身近な例として、「西部小学校東教室棟
建設事業」を取り上げました。児童数の増加に対応するため、可動
式の壁を持つ新しい校舎を建設すること、そしてそのために多額の
予算（税金）が使われたことを説明しました。こうした大きなお金が
正しく使われるかを見守るのも、議会の重要な役割です。また、実
際の一般質問の動画を視聴し、議員がどのように町を良くするため
の提案を行っているかを具体的に伝えました。

　小学生からの提案 
議会の仕組みについて説明した後、小学生たちから複数の提案をもらいました。
・森林を守り、自然を保ちながら建物を建てたらどうか ・もっと公園が欲しい
　・ゴミのポイ捨てを減らすにはどうしたらいいか ・追分宿の道にサイクリングロードが欲しい
　・通学路に廃墟があって危ないので整備してはどうか ・お祭りイベントを増やしたい
これらの質問に対し、町の現状を説明しつつ、どうしたら実現できるか、子どもたちと一緒に考えました。

　未来のまちづくりに向けて 
町議会では、この他にも「中高生対話の場」の開催や、ホームページでの情報発信、本紙「議会だより」の
発行などを通じて、若い世代を含む町民の皆さんに開かれた議会づくりを進めています。今回の授業が、
6年生の皆さんが自分たちの住む軽井沢の未来を考えるきっかけになれば幸いです。

西部小で出前授業を実施
委員会レポート

　軽井沢町議会では、次世代を担う子どもたちに議会を身近に感じてもらうため、議会活性化特別委
員会による出前授業を、軽井沢西部小学校にて実施しました。

西
部
小
で
出
前
授
業
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種
会
議
・
住
民
相
談
会

等
に
要
す
る
経
費

②
団
体
等
が
開
催
す
る
意

見
交
換
会
等
各
種
会
議

へ
の
会
派
や
議
員
の
参

加
に
要
す
る
経
費

資
料
作
成
費

●
会
派
や
議
員
が
行
う
活

動
に
必
要
な
資
料
を
作

成
す
る
た
め
に
要
す
る

経
費

資
料
購
入
費

●
会
派
や
議
員
が
行
う
活

動
の
た
め
に
必
要
な
図

書
・
資
料
等
の
購
入
や

利
用
等
に
要
す
る
経
費

事
務
所
費
（
★
）

●
事
務
所
の
設
置
及
び
管

理
に
要
す
る
経
費

事
務
費
（
★
）

●
活
動
に
係
わ
る
事
務
の

遂
行
に
要
す
る
経
費

人
件
費
（
★
）

●
活
動
を
補
助
す
る
職
員

を
雇
用
す
る
経
費

政
務
活
動
費

政
務
活
動
費 

用
語
解
説

用
語
解
説

調
査
研
究
費

●
会
派
や
議
員
が
行
う
町

の
事
務
・
地
方
行
財
政

等
に
関
す
る
調
査
研
究

（
視
察
を
含
む
）及
び
調

査
委
託
に
要
す
る
経
費

研
修
費

①
会
派
や
議
員
が
行
う
研

修
会
、
講
演
会
等
の
実

施（
共
同
開
催
を
含
む
）

に
要
す
る
経
費

②
団
体
等
が
開
催
す
る
研

修
会
（
視
察
を
含
む
）

講
演
会
等
へ
の
会
派
や

議
員
及
び
会
派
や
議
員

が
雇
用
す
る
職
員
の
参

加
に
要
す
る
経
費

広
報
・
広
聴
費

●
会
派
や
議
員
が
行
う
活

動
の
広
報
・
広
聴
活
動

に
要
す
る
経
費

要
請
陳
情
等
活
動
費

●
会
派
や
議
員
が
行
う
要

請
陳
情
活
動
・
住
民
相

談
等
の
活
動
に
要
す
る

経
費

会
議
費

①
会
派
や
議
員
が
行
う
各

全議員全議員のの政務活動費政務活動費公開します！公開します！

　令和７年４月から令和８年３月までの政務活動費として、議員１人につき
月額8,300円×12カ月で、99,600円が交付されました。
（詳細は、軽井沢町議会ホームページをご覧になるか、議会事務局までお問い合わせ下さい。）

★
事
務
所
費
、
事
務
費
、

人
件
費
は
令
和
７
年
度

該
当
な
し

●議員に交付する政務活動費の説明

●令和７年度 政務活動費
交付額を超過した政務活動費は、会派・議員が自己負担しています。　（単位：円）

会派・議員名

収　入
(交付額) 支　出

返還額
政務活動費 調　査

研究費 研修費 広報・
広聴費

要請
陳情等
活動費

会議費 資　料
作成費

資　料
購入費 支出合計

会　
派

公 明 党（2名） 199,200 11,000 62,746 73,746 125,454
日本共産党(1名） 99,600 40 94,608 94,648 4,952
参 政 党（1名） 99,600 11,220 14,250 77,053 102,523 0
会派「考」（4名） 398,400 231,000 64,770 295,770 102,630

議　
員

金山 のぞみ 99,600 37,237 37,237 62,363
小山　 裕嗣 99,600 40,300 2,000 7,000 61,200 110,500 0
福本　　 修 99,600 55,200 38,280 11,127 104,607 0
押金　 洋仁 99,600 12,936 3,780 1,890 34,200 52,806 46,794
寺田 和佳子 99,600 3,000 50,346 120,000 173,346 0
利根川 泰三 99,600 54,000 54,000 45,600
遠山　 隆雄 99,600 22,000 11,250 21,908 55,158 44,442
横須賀 桃子 99,600 17,892 84,914 102,806 0
合　計 1,593,600 130,476 28,000 84,672 50,346 7,000 232,890 723,763 1,257,147 432,235

令和７年度政務
活動費収支報告書

政
務
活
動
費
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議席番号

1
　
金
山
の
ぞ
み

2
　
小
林
　
天
馬

3
　
小
山
　
裕
嗣

4
　
眞
島
　
聡
子

5
　
福
本
　
　
修

6
　
中
澤
　
睦
夫

7
　
押
金
　
洋
仁

8
　
寺
田
和
佳
子

9
　
利
根
川
泰
三

10
　
遠
山
　
隆
雄

11
　
横
須
賀
桃
子

12
　
川
島
さ
ゆ
り

13
　
土
屋
　
好
生

14
　
佐
藤
　
幹
夫

16
　
佐
藤
　
敏
明

議決結果

議案第36号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 × 可　　決（13：1）

陳情第 ７号 × × × × × 〇 × × × × × 議
長 × × × 不 採 択（1：13）

陳情第12号 × × × × × 〇 × × × × × 議
長 × × × 不 採 択（1：13）

（〇は賛成、×は反対、議長は採決には加わりません）

９月会議で取り扱う請願・陳情の提出期限は、８月14日（金）です。
期限後に提出された請願・陳情については、翌定例月会議（12月）での取り扱いと
なりますので、あらかじめご了承ください。

請願・陳情の請願・陳情の
お知らせお知らせ

５・６月定例会 議決結果をお知らせします

全会一致で原案可決された議案等

議案番号等 議　案　名

議案第36号 令和８年度軽井沢町一般会計補正予算（第１号）

陳情第 7 号 高額療養費の限度額引き上げの撤回を求める陳情書

陳情第12号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬１０％以上の引き上げを求める陳情書

意見の分かれた議案等

議案番号等 議　案　名

議案第37号 軽井沢町手数料徴収条例の一部改正について

議案第38号 軽井沢町印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正について

議案第39号 軽井沢町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

議案第40号 令和８年度町単軽井沢町老人福祉センター等アスベスト除去工事請負契約の締結について

議案第41号 令和８年度ゼロ町債町単小型動力ポンプ積載車購入契約の締結について

議案第42号 令和８年度町単中部小学校食器食缶洗浄機購入契約の締結について

議案第43号 令和８年度町単中保育園屋根外壁塗装補修他工事請負契約の締結について

議案第44号 町道の廃止について

議案第45号 令和８年度軽井沢町一般会計補正予算（第２号）

議
決
結
果
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編
集
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発行／令和8年７月 25日
　　　軽井沢町議会
　　　長野県北佐久郡軽井沢町
　　　〒389－0192
　　　☎ 0267（45）8910
電子メール／
gikai@town.karuizawa.nagano.jp
編集／広報広聴常任委員会

　軽井沢町議会
　公式ホームページ

印刷／中澤印刷株式会社
　　　☎0268-22-0126

６ページに掲載いたしました記事に誤った記載がありました。正しい内容につきましては、下記のとおりです。
掲載内容に誤りがありましたことをお詫び申し上げ、訂正させていただきます。

「第１５０号　議会だより軽井沢」の内容訂正について

６ページ５段目の事業の見出し、　　誤：「消防士養成講習会を開催」
　　　　　　　　　　　　　　　　  正：「防災士養成講習会を開催」

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

先日行ったアンケートでは2名の方々よりご回答をいただきました。
いただいたご意見は参考にさせていただきます。ご協力ありがとうございました。

＼あなたのご意見をお聞かせください／
議会または議会だよりへのご意見を募集しております。

右記二次元コードよりご意見をお寄せください。

回答期限
８月末日

議　
　
長

川
島
さ
ゆ
り

委
員
長

福
本　
　
修

副
委
員
長

金
山
の
ぞ
み

委　
　
員

小
林　
天
馬

小
山　
裕
嗣

眞
島　
聡
子

中
澤　
睦
夫

押
金　
洋
仁

寺
田
和
佳
子

　

カ
ッ
コ
ウ
が
盛
ん
に
鳴
い
て
い

ま
す
。
豆
を
ま
く
季
節
を
教
え
て

く
れ
る
の
だ
と
農
家
さ
ん
は
い
い

ま
す
。
自
然
は
一
定
の
法
則
が
あ

り
ま
す
。
分
か
ら
な
い
の
は
国
際

情
勢
で
す
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封

鎖
は
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ラ
ン
の
停

戦
合
意
の
覚
書
の
あ
と
も
先
が
見

え
ま
せ
ん
。
ナ
フ
サ
由
来
の
資
材

不
足
も
今
後
心
配
で
す
。
円
の
信

用
低
下
に
よ
る
円
安
・
輸
入
物
価

の
上
昇
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
今
回

の
議
会
だ
よ
り
に
も
あ
り
ま
す
が
、

新
庁
舎
・
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設

な
ど
の
見
通
し
の
議
論
を
複
雑
に

し
ま
す
。
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
懇
談
で
も
物
価
高
と
経
営
難
の

話
が
で
ま
し
た
。
カ
ッ
コ
ウ
の
よ

う
な「
判
断
と
見
通
し
」が
持
て
た

ら
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
。

（
中
澤　
睦
夫
）
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